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柴 本 枝 美
1.は じめに
京都市立高倉小学校(以 下、高倉小 と示す)と 京都
大学大学院教育学研究科教育方法学講座教育方法分野




継続中である。 「プロジェク トTK」 では高倉小の校内
研究体制における部会に対応する形で、五つの班(国
語、算数、社会科、理科、育成学級1)が 設けられてい
る2。本稿では、理科部の取 り組みを紹介 し、教師 と大
学院生がどのよ うに課題を共有 し、研究仮説を練 り上
げていったのか、その過程 を明らかにする3。




連携する(「 開発普及型モデル」)の ではな く、教師 と
大学院生がともに悩みながら歩んでい くことを示 して
いた。その中で、「教師が育っ ・子 どもが育つ ・院生が
育つ」 とい う理念が確認 されていった5。








と日光」(以 下、 「生 き物 と養分(1)」 と示す)「 生き
物 と養分(2)動 物の食べ物J(以 下、「生き物 と養分
(2)」 と示す)8の 単元における取 り組みに焦点をあ
てて検討 していきたい。この単元は、2003年 度、2004




いた2003年 度 と、2003年 度の成果 と課題 をふまえて
取 り組みを進めた2004年 度の活動を中心に述べる。と
りわけ、取 り組みを進 めていくうえでなされた話し合





介する。そ して、「生き物と養分(1)」 「生き物 と養分







まず、 「プロジェク トTK」 における理科班の取 り組
みについて、その概要をまとめておきたい。理科班は、










入 ることになった。「生き物 と養分(1)」 では、初め











動方針 として定めた。2004年 度最初の研究単元 は、





た。その上で、2003年 度、2004年 度の取 り組みを継続
し、単元づ くりや授業観察、そ して事後検討会 とい う
一連の流れで取 り組んだ。
続 く2006年 度には、部会の名称が 「理科部」から「科
学的 リテラシー部」と変更された11。また、高倉小側
のメンバーは2人 を除いて入れ替わった。「プロジェ















一ワークシー トを見なが ら単元をふ りかえる一
「プロジェク トTK」の初年度にあたる2003年 度は、
まず教師 と大学院生が顔を合わせ、共同研究として何
をするのかを話 し合 うことから始まった。 ここでは、
教師と大学院生がそれぞれ もっている研究仮説を出 し




とを知らせてほ しいとい うものである。 その要望を受
けて理科部では、授業観察を通 じて子どもたちの姿を
とらえることを主な目的として進めてい くことになっ
た。2003年 度の 「生き物 と養分(1)」 は、活動を始
めてす ぐの単元であったため、大学院生は事前の指導
案検討にまだ参加 していない。 「生き物 と養分(2)」
の単元から、事前検討会にも参加することになった。




は、子 どもたち一人一人のま とめのワークシー トや、
ノー ト(「生き物 と養分(2)」 では、まとめに至る過
程でなされた調べ学習の成果が残 されていた)を 見な
がら議論 していった。




間 目に子どもたちが書いた、日光 と植物 との関係にっ
いての予想 と、②その予想を確かめるための実験方法







ぜだろうか」とい う問いに対す る子 どもたちの予想を








いあげて育っ(1人)、 ⑧植物の成長は 日光と関係 して




みてとれる。話 し合いの中では、この傾 向を 「もらう
説」そして、日光そのものが栄養なのではなく植物が




釈するかを話 し合い、子 どもたちの予想 を解明 しよう
と試みた。たとえば、⑦の予想を した子のワークシー
トをみながら、「日光が当たると土に、と言ってるから
栄養は根か らだろ う」「栄養は根から吸収 していて、そ
れを運ぶのが水 ということか?」 「根か ら栄養 を水 と
ともにすいとっている?水 に栄養が混ざる、溶けると
い うイメージなのだろ うか」「土の中で 日光の養分が
たくわえられて、それが水 と一緒に吸収 されるとい う
ことではないか」 とい う具合である16。
話 し合いを進める中で、まとめのワークシー トにみ
られる 「できる」 とい う言葉に注 目し、一人ひ とりの










めた。そ こでは、デンプンを 「もらう」、デンプンが 「つ
くられ る」「できる」とい う表現で、子 どもたちがそれ














2003年 度の取 り組みを経て、成果 としてあげられた
のは、①単元づくりから授業観察、そして事後検討会
へとい う高倉小における一連の授業研究の流れを大学




















シー トに見 られ る子 どもたちの認識へと話 し合いの焦






一2004年 度の取 り組み その1-
20(M年 度、最初に大学院生が関わる単元 として 「生
き物 と養分(1)」 が設定 された。そこで、2003年 度
の取 り組みをふまえて、単元のポイン トを整理 し、大
学院生側から何か提案できることはないか、事前検討
















ていた素朴概念が根強 く、学習後に 「植物は 日光
に当たることで養分を作っている」とい う認識に
移行できなかった子もいること。
③ 給食の源泉調べを 「生き物 と養分(2)」 の導入に
用いた ことで、子 どもたちに身近な食べ物から入






















のように して取 り入れているのかとい うことに 目を向
けさせ、光合成の しくみへ と学習を進める。そ して、
最後に枯れた植物も動物を育てているとい うことで、
ダンゴムシへ展開するとい う流れである。そして、最
終的には、資料1に 示 したよ うに植物が成長するため
の養分であるでんぷんを中心 とする図が描けるのでは
ないか、さらには今後学ぶ環境問題や人体のしくみに




元を組み立てるか とい うことが話 し合いの焦点 となっ






教師は次のような感想 を述べた。子 どもたちは植物 よ
一4一
り動物の方に興味を持っため、動物 から植物へ とい う
流れでは、あとから出て くる植物の養分を調べるとこ
ろまで子どもたちの興味が持続 しないのではないだろ
うカ㌔ 教科書の流れでは、植物 と養分の関係 を調べる
「生き物 と養分(1)」 と、動物と養分との関係 を調べ

























一2004年 度の取 り組み その2-
2004年 度の取 り組みにおいて、大きな転換期 となっ
たと考えているのは、ルーブ リックづ くりである。2004
年度は、「生き物 と養分(1)」 のま とめのワークシー
ト(資 料2)を もとに、ルーブ リックづくりに取 り組
んだ。2004年 度 に行ったルーブ リックづくりの取 り組
みから、良いワークシー トの基準を、子どもたちの記
述例をそえて整理 したものが次頁の資料3で ある。
先に述べた ように、2003年 度には、単元の流れ にそ







ことを通 じて、良いワークシー トとはどのよ うなもの
を指すのかを明 らかにすることを目的としていた。子
どものワークシー トとい う具体物を検討するとい う方






のみであったのに対 し、2004年 度では単元づ くりから
参加 してい る。このよ うな違いが、話 し合いの内容に
も大きく影響 した といえるだろ う。
2004年 度の 「生き物と養分(1)」 については、大





資料3採 点する観点と良いワークシー トの基準(2004年 度) 一一
ワー クシー トを 採点基準 ワークシートにおける
採点する観点 (3と 判断した基準) 子どもの記述例




































































実現されていっただろうか。た とえば、6年 生の 「水
よう液の性質」の単元のまとめで、先生はワークシー





























また、4年 生の 「ものの温度 とかさ」の単元におい
ては、教師が子 どもたちに実験 の結果 と考察をわけて
書いて欲 しいという願いをもち、言葉かけを工夫 して
いた。 「結果か らわかることを書 くのがま とめやで」
「この結果から熱はどう伝わるのか、ま とめてもらい





みが進められてきた。本稿 で検討 した2003年 度から
2004年 度にかけての取 り組みにおいては、子 どもたち
のワークシー トとい う具体物を介 しての話 し合いをも











度 のルーブ リックづくりにおいては、子 どもたち一人









良いワークシー トを子 どもたちが描 くには どうした























が ら検討 していかねばな らない。
注
亘京都市では特殊学級を育成学級 と呼称 している。
2以 下、 「部」は高倉小側のグループを指 し、「班」は、
それに対応する教育方法研究室側のグループを指す。
3本 稿は、教育目標 ・評価学会第17回 大会(2006年11
月19日 於:慶L義 塾大学)で 発表 したものをもとに執
筆 した。 ここに示 したのは、柴本枝美 「子 どものワー
クシー トか ら授業改善ヘ ルーブリックづ くりを契




者 田中耕治』2006年9月 、94-106頁[以 下、この研究
成果中間報告書は 『報告書』と示す])に 示 した内容の
一部を、さらに詳細に検討 したものである(以 下、こ





究同人編著 『「確かな学力」と 「豊かな心Jを 育てる学
校 学校 ・家庭 ・地域 ・大学の連携』三学出版、2005
年、zi頁(以 下、この文献は 『「確かな学力Jと 「豊か
な心」を育てる学校』 と示す)。
5石 井英真 「『プロジェク トTK』 の授業研究方法論の
独 自性と課題 授業研究史からの応 答 」『報告
書』15頁 。
6発 表者は、2003年 度か ら2005年 度まで、大学院生と
して 「プロジェク トTK」 に関わってきた。
7八 田幸恵 「高倉小学校 と京都大学大学院 との連携に
よる授業研究 「プロジェク トTK」 の歩みに即 し











る情報提示 とは何かについてまず検討 した。話 し合い
の中で、場面設定、実験、子ども同士の交流、ワーク
シー トなどがあげられ、2004年 度はワークシー トに着
目して取 り組みを進めることになった。ここでい うワ
ー クシー トとは、「教師が理科における問題解決の流




112006年 度 には、高倉小 の校内研究体制が変わ り、
「読解部、数学的 リテラシー部、科学的リテラシー部、





12ス マイル21プ ラン委員会 京都市立高倉小学校編
『「確かな学力」「豊かな心」を育む高倉教育一学校 ・
家庭 ・地域 ・大学の連携～』(高 倉小研究紀 要)2006
年11月22日 、202-208頁 。
132003年7月15日、7月18日 、7月23日 の3回 実施 された。
7月15日 は 「生き物と養分(1)」 について、7月18日 、







方法研究室 共同授業研究プロジェク ト記録集(未 公
刊)』(2004年3月 、理科12-16頁)に まとめ られている。
162003年7AIS日 の議論 を整理 したメモから抜粋。
17こ の議論は、2004年5月6日 に行われた。参加 してい
たのは、西岡加名恵助教授、理科班の若林身歌、柴本
枝美、本所恵、算数班の石井英真、北村公大(両 名は、
2003年 度は理科班 として活動 し、算数部の発足に伴い、
2004年 度からは算数班で活動 していた)の6名 である。
18大 日本図書の 『たのしい理科』では、「からだのつ
くりやはた らき」 とい う人体について学ぶ単元は 「生





亘92004年 度 のモヤ シを用いた授業場面につ いては、
「子 どものワークシー トか ら授業改善へ」(97頁)に ま
とめている。また、高倉小の校内研究 としては、「第2
章 教科教育 と実践6節 理科の取組」(『「確かな学
力」と 「豊かな心」を育てる学校』143-149頁)に まと
められている。




21「 子どもの ワー クシー トか ら授業改善へ」103頁。
22同 上論文、106頁 。(教 育学研究科 助手)
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